

















─　論理療法における irrational belief による分析　─
春　木　　　憂
（2015年10月５日受理）
A Study of “the logic in the child’s own way” at the Elementary School
─　Analysis by “irrational belief” of REBT (Rational Emotive Behavior Therapy)　─
Yu Haruki
Abstract: The study purpose on writing is to investigate the reality of “the logic in the 
child’s own way” a child develops. Various children exist in an elementary school. And a 
child individual has various logic. But I stick to expressed behavior and behavior without 
noticing existence of logic. They’re the result, child understanding, guidance, evaluation and 
correspondence, etc., I often make a mistake in way concerning. Therefore it’s important to 
observe child’s behavior and behavior and understand “the logic in the child’s own way”. So the 
reality of the “logic in the child’s own way in an elementary school is investigated and analyzed
by writing. In the case, the angle of irrational belief in REBT (Rational Emotive Behavior 
Therapy) is quoted. 9 cases were picked out and “the logic in the child’s own way” was analyzed. 
It’s the following 3 that it became clear in writing. (1) irrational in an elementary school, 
irrational belief exists in each in the “the logic in the child’s own way”. (2) there is something in 
which more than one irrational belief exists in “the logic in the child’s own way”. (3) a way of 
thinking of belief in REBT is eﬀ ective as one viewpoint which analyzes “the logic in the child’s 
own way”. I take something more certain of an analysis and build an analysis frame about “the 
logic in the child’s own way” as the stage next to the study. More than one irrational belief 
analyzes its structure and relation about the “logic which exists in the child’s own way. At the 
top based on these results, irrational, behavior and behavior are analyzed, rational, I’d like also 
to grasp all detail of “the logic in the child’s own way” as a target of a study about a thing.







































































































　つまり，A が C を生むのではなく，B が C を生む
という考え方である。そして，A に変化はなくとも B
が変わることによってCも変わるとしている。さらに，
A を変容可能であれば A に働きかけて変えることも
求められている。
　論理療法初期の ABC 理論に D：Dispute（反論）と E：







が C の改善に繋がり，A を変容させる手がかりにな
ると考えられる。B を理解する過程で，A の認識その
ものの修正が必要であるという判断も可能になるであ
ろう。修正には B に反駁する段階である D が必要で
あり，自分の考え方や捉え方を変えることによって E
を得ることができる。











2-2．論理療法における rational belief・irrational 
belief
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，愛されなければ理
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能で適性を有し
4 4 4 4 4 4 4
，何かすばら
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しい業績をあげて当然だ
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，と考えることである。
人が，少なくとも自分は
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，いくつかの重要な領
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域において資格があり
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
，才能を有するのではな
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くてはならない
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，不正を加えた場合には
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断固としてその人を非難
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，悩ましい
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，悲劇的なもの
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として眺める
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のであるから
4 4 4 4 4 4
，自分の力では感情を制御し望む
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方向に変えることはできない
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ののようにみえた時
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，我を忘れて不安に陥るの
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でいくことはたいへんなことであるから
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，責任のある仕事は
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できるだけ回避しているほうが安心でいられ
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，決定的に重要であり
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きごとは
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，今にいたってもその人の感情や行動
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を決定するものである









4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
決策が見出せなかったらそれはきわめて恐ろし
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いことだと考えてしまう
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，あるいは義務に拘束
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されずに受動的に
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福である








　小学校５年生女子 A，同じく B，同じく C。
　女子のグループ化が進み，グループ同士の確執が
ある。























　B は，仲のよい A が自分だけを一番に受容するこ
とを絶対的に要求するあまり，自分以外の誰かと親し
くすることを許容できないのである。その結果，仲良






























































































































































































































































































































































































































　Ellis は，10の irrational belief を３種類にまとめる
ことができることを発見した。それは，「私（I）」「あ
なた（you）」「状況・環境（environment）」である。




























































































た結果，その背景にはそれぞれに irrational belief が
存在することが推察された。そして，論理療法におけ
る irrational belief の考え方を援用することによって，
「その子なりの論理」を説明することが可能となった。
　ただし，表1-1～1-4から明らかなように，「その




















の10の irrational belief と國分（1999）の12の分類，
さらに他の研究成果とを比較し検討したうえで，論理
療法における belief の考え方を援用する。




















i Ellis, A. and Harper R. A.（1981）p. 303
ii Ellis, A. and Harper R. A.（1981）p.104
iii Ellis, A. and Harper R. A（1981）p.104
iv この点について，Ellis, A. and Harper R. A.（1981）
は，次のように説明している。
　子供は欲求が満たされない時に我慢できないこと
が多いが，大人は決然として我慢することもできる。
　子供はおおむね環境の支配下にあるといえる。か
れらは，たとえ今欲求不満の状態であっても，それ
が絶えることなくずーっと続くかどうかを確かめる
ために，未来に思考をはせることがなかなかできな
いのである。われわれは子供たちが欲求不満につい
て理性的に考察するのを期待するわけにはいかな
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p.180）
（主任指導教員　難波博孝）
